
天塩町ふるさと応援寄附（ふるさと納税）募集中！

（詳細は町ホームページをご覧ください。）

ライススポーツセミナー・コンサドーレ札幌サッカー教室
（平成 27 年 9月 22 日撮影）
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つ
か
み
ど
り
抽
選
に
当
選
し
た

参
加
者
１
５
０
名
は
、
狙
い
を
定

め
鮭
を
捕
ま
え
よ
う
と
し
ま
す

が
、
手
の
ひ
ら
か
ら
す
る
り
と
逃

げ
ら
れ
、
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
姿

に
観
客
か
ら
は
歓
声
と
笑
い
声
が

沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

て
し
お
潮
騒
メ
モ
リ
ア
ル
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
、
陸
上
自
衛
隊
第
二

音
楽
隊
、天
塩
中
学
校
吹
奏
楽
部
、

天
塩
高
校
吹
奏
楽
局
が
吹
奏
楽
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

い
く
ら
づ
く
り
の
実
演
が
行
わ

れ
、
講
師
の
菅
井
好
文
さ
ん
の
実

演
を
参
加
者
た
ち
は
真
剣
な
眼
差

し
で
見
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
、
相
次
い
で
レ
シ
ピ
に
関
す

る
質
問
な
ど
が
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
実
演
が
終
わ
る
と
参
加
者
た

ち
は
い
く
ら
ご
飯
を「
お
い
し
い
」

　

町
観
光
協
会（
水
口
俊
夫
会
長
）

主
催
の
第
8
回
て
し
お
味
覚
ま
つ

り
が
9
月
13
日
、
鏡
沼
海
浜
公
園

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

心
配
さ
れ
た
空
模
様
で
す
が
、

曇
り
空
で
の
開
催
の
中
、
た
く
さ

ん
の
人
が
訪
れ
、
秋
の
味
覚
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
は
、
し
じ
み
大
使
の
喜

瀬
ひ
ろ
し
さ
ん
の
司
会
進
行
で
始

ま
り
、
軽
快
な
ト
ー
ク
で
会
場
を

盛
り
あ
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
鮭

の
つ
か
み
ど
り
」
は
3
回
に
分
け

て
行
わ
れ
、
合
計
１
５
０
枚
の
当

選
券
を
求
め
長
蛇
の
列
が
で
き
ま

し
た
。
つ
か
み
ど
り
会
場
の
い
け

す
に
鮭
が
搬
入
さ
れ
、
活
き
の
い

い
大
き
な
鮭
が
い
け
す
の
中
を
泳

ぐ
姿
に
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

第8回てしお味覚まつり

と
言
い
な
が
ら
試
食
し
て
い
ま
し

た
。

　

和
寒
町
提
供
の
か
ぼ
ち
ゃ
団
子

の
無
料
提
供
に
は
長
蛇
の
列
が
出

来
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
設
け
ら
れ
た
即
売
会

の
ブ
ー
ス
で
は
、魚
介
類
や
野
菜
、

果
物
な
ど
が
販
売
さ
れ
、
お
目
当

て
の
商
品
を
次
々
に
購
入
し
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
の
飲
食
店
で
は

生
ビ
ー
ル
や
焼
き
鳥
な
ど
を
買
い

求
め
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
和
寒
町
提
供
の
餅

ま
き
、
ブ
ル
ー
レ
イ
レ
コ
ー
ダ
ー

や
炊
飯
器
な
ど
が
当
た
る
大
抽
選

会
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
会

場
を
訪
れ
た
人
た
ち
は
秋
の
休
日

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
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平成 27 年度行政相談週間
―10月 19日（月）～ 25日（日）―

暮らしの中で困っていることはありませんか？

苦情や意見・要望を無料で、秘密厳守してお聴きしています。

暮 ら し の 何 で も 相 談 所

10 月 20日（火）10：00～ 12：00「道の駅てしお」2階　多目的室
　　　　　　　　　　　　13：00～ 15：00「雄信内生活改善センター」

天塩町行政相談委員　土
つち だ

田　孝
たかし

司　新地通 10丁目　☎ 2ー 2740
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　農政の構造改革の一環として、既存の制度を基として平成 26 年度から日本型直接支払制度が始ま
り、平成 27 年度から「農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する法律」が施行されたことにより、
法律に基づいて行なわれる安定的な制度となりました。

　この制度は、農業の持つ多面的機能（国土保全、水源かん養、自然環境の保全、景観の保全など）
の維持・発揮のため、地域活動や営農活動に対して行なわれる支援制度です。

　以下の 3 制度を併せて日本型直接支払制度と呼びます。
　
　・1 号事業　多面的機能支払
　・2 号事業　中山間地域等直接支払
　・3 号事業　環境保全型農業直接支払

　多面的機能支払制度は旧農地・水保全管理支払交付金を基として、平成 26 年度から創設された制
度です。環境保全型農業直接支払と中山間地域等直接支払は、以前から継続して行なわれている制度
です。

1 号事業（多面的機能支払交付金）
制度について
　多面的機能支払交付金は、農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るための地域の支援を
行い、地域資源の適切な保全管理を推進することにより、農業・農村の有する多面的機能が今後とも
適切に維持・発揮されるよう、担い手農家への農地集積という構造改革を後押しする制度として、平
成 26 年 6 月に法案成立し、平成 27 年度から法制化され、中山間地域等直接支払交付金と同じよう
に法律に基づく安定的な制度が創設されました。

活動組織の状況
 平成 27 年分

項　　目
交付金の構成

農地維持支払 資源向上支払
 組織名 天塩地域資源保全会広域協定
 代表者 運営委員会　代表者　加　藤　久　雄
 協定期間 平成 26 ～ 31 年度
 協定参加者 15 団体（13 農事組合、1 中山間協定、1 町営草地）
 協定農用地面積 ８６５，７３０a       ８６５，７３０a
 交付金額 １１，２５４，４９０円 １０，３８８，７６０円

　国・道 ８，４４０，８６７円 ７，７９１，５７０円
　町　費 ２，８１３，６２３円 ２，５９７，１９０円

日本型直接支払制度

活動内容
　・農用地及び農道並びに排水路の草刈り。
　・地域資源の適切な保全管理のための推進活動。
　・地域における生物多様性保全のため、外来種生物を駆除する活動。
　・施設等の定期的な巡回点検、清掃（集送乳道の除雪）。
　・鳥獣害防護柵（電気牧柵、ネットフェンス等）の設置。
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2 号事業（中山間地域等直接支払交付金）
制度について
　現在、天塩町で取り組んでいる中山間地域等直接支払は、社会的条件の不利な地域振興五法の指定
を受けた地域を対象に、荒廃農地の増加等により多面的機能が低下されている中山間地域等において、
農業生産の維持を図りながら多面的機能を確保するという観点から交付金を交付しています。
　活動期間及び組織については、平成 27 ～ 31 年度までを第 4 期対策として、下記の 2 つの集落協
定にて活動していきます。

各集落協定について
 平成 27 年分

項　　目 詳　細　内　容
 組織名 天塩町集落協定 天塩町畜産集落協定
 代表者 加藤　久雄 工藤　敏明
 協定期間 平成 27 ～ 31 年度 平成 27 ～ 31 年度
 協定参加者 117 人（個人 114 戸、3 法人） 8 人（個人 5 戸、3 法人）
 協定農用地面積 ６８，４１９，７６４㎡ １２，９９８，８６２㎡
 交付金額 ９９，９３４，６３９円 １９，４９８，２９３円

　国・道 ７４，９５０，９７８円 １４，６２３，７１９円
　町　費 ２４，９８３，６６１円 ４，８７４，５７４円

 交付金使途
　共同取組活動 ５３，３９０，４００円 １８，０６３，１２１円
　農業者へ個人配分 ４６，５４４，２３９円 １，４３５，１７２円

農業生産活動として取組むべき事項
　・適正な農業生産活動による耕作放棄の防止を図る。
　・排水路・農道の適切な管理。
　・暗渠排水工事による生産力向上。
　
農業生産活動等の体制整備として取組むべき事項
　・草地整備、排水路、農道等の補修・改良が必要となる位置を図示し、補修・改良を行うことによ
　り農用地の適切な保全管理を行う。

地域の実情に即した農業生産活動等の継続に向けた活動
　・牛舎消毒による防疫強化。
　・新規就農者、農業実習生の確保。
　・飼槽、クーラー室等の防疫対策。

そ　の　他
　・会議開催、研修会への参加等。

　これらの取組により、条件不利地での荒廃農地の発生抑止をはじめ、生産性・作業性の向上、農村
環境改善、担い手の確保、酪農体験学習の開催、健康管理への取組など広範囲にてその効果を発揮し
ております。

　制度に関するお問い合わせは．．．農林水産課　農地整備係　☎ 2－ 1001（内線 236）
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まち
の話題

9 月 11 日（金）

幼年消防クラブ防火歩行パレード
　雄信内保育所の幼児、保護者、保育士ら約
20名による防火歩行パレードが雄信内市街
地で行なわれ、雄信内保育所から北留萌消防
組合雄信内分遣所までのコースを元気よく行
進しました。
　パレードは、防火思想の一環として行なわ
れており、鼓笛隊の衣装や法被に身を包んだ
幼児たちが、「戸締り用心、火の用心」の音
楽に合わせ、太鼓や小太鼓を叩きながら防火
をアピールし、パレード終了後は、保育所で
防火に関する映画を鑑賞しました。

9月 12日（土）

第 33 回町民ジョギング大会
　町教育委員会主催の町民ジョギング大会が、雨模様の中、開催されま
した。開会式のあと、出場者 175 名がそれぞれのコースに分かれてジョ
ギングを楽しみました。
（結果は以下のとおり）

親子ペアの部（1.5㎞）
　第 1位　岡本　学・悠杜
小学 1年男子の部（1.5㎞）
　第 1位　髙原　凰駕
小学 1年女子の部（1.5㎞）
　第 1位　多々良　玲奈
小学 2年男子の部（1.5㎞）
　第 1位　宇野　悠聖
小学 2年女子の部（1.5㎞）
　第 1位　佐藤　夏恋
小学 3年男子の部（2.0㎞）
　第 1位　村上　洸生
小学 3年女子の部（2.0㎞）
　第 1位　宇野　遙菜
小学 4年男子の部（2.0㎞）
　第 1位　村元　昇真
小学 4年女子の部（2.0㎞）
　第 1位　多々良　理奈

小学 5年男子の部（3.2㎞）
　第 1位　村上　凌太
小学 5年女子の部（3.2㎞）
　第 1位　大西　彩音
小学 6年男子の部（3.2㎞）
　第 1位　砂原　優斗
小学 6年女子の部（3.2㎞）
　第 1位　菅原　茉星
中学男子の部（5.0㎞）
　第 1位　佐藤　龍聖
中学女子の部（3.2㎞）
　第 1位　渡辺　莉央
一般男子の部（5.0㎞）
　第 1位　望月　昭雄

（敬称省略）

9月 11日（金）

天塩町敬老会
　天塩町敬老会が社会福祉会館で行なわれ、
150 名余りの町民が出席しました。
　浅田町長がお祝いの言葉で、「天塩町発展
に皆さんがご尽力されました。100 歳を超
える方も数名おられます。皆さんもまだまだ
これからです」と挨拶し、敬老会が始まりま
した。
　毎年恒例となった「松村一郎一座ショー」
が始まると、松村一郎さんをはじめ、ピリカ
さんやつがる家ふじ子さんらが、巧みなトー
クや歌、三味線などで観客を沸かせていまし
た。
　出席者に天塩町消費者協会から赤飯が送ら
れました。
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9 月 12日（土）

天塩カルチャーナイト・コンサート
　天塩町ファミリースポーツセンターで、天
塩カルチャーナイト・コンサートが開催され
ました。
　コンサートには、NPO邦楽研究会、陸上
自衛隊第二音楽隊、天塩中学校吹奏楽部、天
塩高校吹奏楽局が参加し、琴や尺八、吹奏楽
を奏でました。
　吹奏楽では、自衛隊、天塩中学校、天塩高
校での合同の吹奏楽が行われ、会場を訪れた
観客を魅了していました。
　また、コンサートに先立ち自衛隊による天
塩中学校、天塩高校に対する楽器指導が行わ
れました。

8月 20日（木）

第 26 回雄信内夏まつり
　雄信内夏まつりが雄信内生活改善センター
駐車場で開催され、集まった町民は夏の夜の
ひと時を楽しみました。
　まつりは子ども盆おどりから始まり、浴衣
姿の子どもたちが太鼓のリズムに合わせて、
楽しそうに踊っていました。
　盆おどりに続きカラオケ大会やおのっぷ太
鼓による和太鼓演奏、仮装盆おどりなどで盛
り上がりました。
　また、会場テント内に設けられた飲食ブー
スでは、ビールや焼き鳥、うどん・そばなど
が販売され、お客さんたちで賑わいました。

「必ずチェック最低賃金！使用者も労働者も」

北  海  道  最  低  賃  金
　北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で働くすべての労働者（臨時、パートタイ

マー、アルバイト等を含む）に適用される北海道最低賃金が次のとおり改定されます。

最 低 賃 金 額　時間額　７６４円
効力発生年月日　平成２７年１０月８日

◎最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、臨時に支払われる賃金、及び時間外

等割増賃金は算入されません。

◎最低賃金額以上の賃金を支払わない場合は、最低賃金法違反として処罰されることがあ

ります。

◎特定の産業（「処理牛乳・乳飲料・乳製品、糖類製造業」、「鉄鋼業」、「電子部品・デバイ

ス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業」、「船舶製造・修理業、船体ブロッ

ク製造業」）で働く者には北海道の産業別最低賃金が適用されます。

厚生労働省　北海道労働局　稚内労働基準監督署
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日 月 火 水 木 金 土

休み
生ゴミ

ペットのふん
一般ごみ

資源ごみ
紙おむつ等
衣類等

生ごみ
ペットのふん

農村地区 休み

9 月   27 28 29 30 10 月　1 2 3
■はまなす学園大学
　10 時 30 分
　〔福祉会館〕
■ 1歳 6ヵ月児健診
■ 3 歳児健診
　12 時 30 分
■乳児健診
　12 時 50 分

〔ふれあいセンター〕
■小児科外来
　14 時～ 16 時

■眼科外来
　12 時～ 15 時

4 5 6 7 8 9 10
■天塩中学校学校祭
■啓徳小中学校
　合同文化祭
■雄信内保育所
　おゆうぎ会

■定例健康相談
　物忘れ相談
　10 時
　〔天塩町役場〕

■骨粗しょう症検診
〔町立病院〕

■天塩保育所
　開放日
■運転免許更新時
　講習
　〔福祉会館〕

・優良 13 時

■骨粗しょう症検診
〔町立病院〕

■いきいきサロン
　10 時

〔雄信内老人憩いの家〕

■秋の総合健診
〔ふれあいセンター〕

■秋の総合健診
〔ふれあいセンター〕

11 12 13 14 15 16 17
■天塩小学校学芸会 ■体育の日 ■おでかけサロン

　10 時
〔老人福祉センター〕

■眼科外来
　12 時～ 15 時

■出前サロン
　10 時
　〔ケアハウス〕

■第 49 回町民
　文化祭（展示）
　10 時～ 17 時
　〔福祉会館〕
■運転免許更新時
　講習

〔豊富町民センター〕
・優良 13 時
・一般 14 時
・違反 15 時 30 分

18 19 20 21 22 23 24
■第 49 回町民
　文化祭（展示）
　10 時～ 17 時
　〔福祉会館〕

■雄信内保育所
　開放日
■しゃっきりサロン
　13 時

〔てしお温泉夕映〕

■移動巡回献血
■おでかけサロン
　10 時

〔雄信内老人憩いの家〕
■産婦人科外来
　13 時～ 16 時

■移動巡回献血

25 26 27 28 29 30 31
■第 49 回町民
　文化祭（舞台）
　10 時～ 17 時
　〔福祉会館〕

■夕映健康相談
　13 時 30 分

〔てしお温泉夕映〕

■いきいきサロン
　10 時

〔老人福祉センター〕

「あいあいクラブ」★印は天塩　◆印は雄信内
（天塩：毎週火曜・水曜・木曜 10 時～ 12 時）

場所：子育て支援センター（天塩保育所内）
（雄信内：毎週月曜日 10 時～ 12 時）場所：雄信内保育所

★

★

★ ★

★

★

★

★

■日程は変更となる場合がありますので、ご確認
ください。
■ごみは当日の朝 8 時までに出してください。
■壁など見やすいところに貼ってご利用ください。

★◆

★

◆

平成２７年　10 月　町民カレンダー

◆

◆ ★

★

★ ★

★
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～「介護予防のための基本チェックリスト」結果報告～
　75歳以上の町民の皆様（介護保険の認定を受けている人等を除く）を対象に、5月に郵

送しました「介護予防のための基本チェックリスト」について、集計結果をお知らせいた

します。

健 康

こんにちは　地域包括支援センターです

【問合せ】　役場福祉課地域ケア係地域包括支援センター　☎ 2 ー 1001（内線 144・145）

　「チャレンジ教室」以外にも介護予防の

ための教室、集まりを開催しています。「体

を動かしたい」「楽しくお話ししたい」な

ど希望にあわせて事業を紹介しますので、

興味のある方はお問い合わせください。

お忙しい中「基本チェックリス
ト」の実施にご協力いただき大
変ありがとうございました。

　積極的に介護予防の取り組みが必要と判定された方々についてはパンフレットの送付と

あわせ介護予防教室「チャレンジ教室」および訪問での相談のご案内をさせていただきま

した。未回答の方には今後、電話や訪問で健康状態などのお話しを伺わせていただく予定

です。

　今回の案内に限らず、健康、介護についての相談は随時受け付けています。お気軽にご

連絡ください。
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《
問
合
せ
》

北
海
道
木
材
産
業
協
同
組
合
連
合

会〒
０
６
０

－
０
０
０
４

札
幌
市
中
央
区
北
４
条
西
５
丁
目

１
番
地　

北
海
道
林
業
会
館
３
階

☎
０
１
１

－

２
５
１

－

０
６
８
３

北
海
道
水
産
林
務
部
林
務
局
林
業

木
材
課

☎
０
１
１

－

２
０
４

－

５
４
９
０

　

10
月
1
日
（
木
）
か
ら
10
月
7

日
（
水
）
ま
で
は
公
証
週
間
で
す
。

　

公
証
人
は
、
公
証
役
場
に
お
い

て
遺
言
や
大
切
な
契
約
な
ど
の
公

正
証
書
の
作
成
、
会
社
を
設
立
す

る
際
の
定
款
の
認
証
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

公
証
人
は
、
法
務
大
臣
に
よ
っ

て
任
命
さ
れ
る
公
務
員
で
す
。

「
遺
言
は
公
正
証
書
で
！
」

　

地
域
材
活
用
住
宅
等
リ
フ
ォ
ー

ム
促
進
事
業
の
受
付
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
4
月
1
日
以
降
に
工

事
契
約
し
、
平
成
28
年
1
月
29
日

ま
で
に
工
事
完
了
・
実
績
報
告
で

き
る
道
産
木
材
を
利
用
し
た
住
宅

等
の
リ
フ
ォ
ー
ム
の
う
ち
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
も
の
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
商
品
券
を
交
付

し
ま
す
。

■
申
込
受
付
期
間

第
1
回
（
終
了
）

第
2
回
（
終
了
）

第
3
回　

10
月
19
日
（
月
）
～

11
月
13
日
（
金
）

☎
役場の電話番号

2 ‐ 1001
掲載を希望される方へ

11月号に掲載を希望する方
は 10月 13日（火）までに
お知らせください。

　

公
正
証
書
遺
言
は
、
自
筆
遺
言

証
書
の
よ
う
に
裁
判
所
で
の
検
認

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
公
証
人
が
自
宅
や
病
院

へ
出
向
い
て
遺
言
書
を
作
成
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

公
証
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
公
証
役
場
又
は
法
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》

・
旭
川
公
証
人
合
同
役
場

旭
川
市
6
条
通
8
丁
目
37
番
地
22

☎
０
１
６
６

－

２
３

－

０
０
９
８

・
名
寄
公
証
役
場

名
寄
市
西
1
条
南
9
丁
目
35

☎
０
１
６
５
４

－

３

－

３
１
３
１

・
旭
川
地
方
法
務
局

旭
川
市
宮
前
通
東
４
１
５
５
番
31

☎
０
１
６
６

－

３
８

－

１
１
４
４

地
域
材
活
用
住
宅
等
リ

フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業

北
海
道
木
材
産
業
協
同
組
合

連
合
会

増改築工事（床・内装工事を除く） 床・内装

木材の利用量 交付金額（1棟当たり） 工事区分 交付単価（1㎡当たり）

5m3以上 10m3未満 60,000 円 床 3,300 円／㎡

10m3以上 15m3未満 130,000 円 内装 2,300 円／㎡

15m3以上～ 200,000 円 　※上限は 20万円（合計で）

北海道木材産業協同組合連合会ＨＰ　http://www.woodplaza.or.jp

公
証
週
間
の
お
知
ら
せ

法
務
省

10
月
は
「
土
地
月
間
」
で
す

　

国
土
交
通
省
で
は
土
地
基
本

法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
土
地
に

つ
い
て
の
基
本
理
念
及
び
土
地

対
策
の
重
要
性
に
つ
い
て
皆
さ

ん
の
理
解
と
関
心
を
高
め
る
た

め
、
毎
年
10
月
を
「
土
地
月
間
」

と
し
、10
月
1
日
を「
土
地
の
日
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
「
土
地
月
間
」
を
機
会
に
、
土

地
に
つ
い
て
今
一
度
お
考
え
い

た
だ
き
、
ご
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

国
土
交
通
省

北　

海　

道

天　

塩　

町
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自賠責保険・自賠責共済のご案内

「自賠責の期限切れに気を付けて！」
　交通事故による死傷者数は年々減少傾向にあるものの、平成 26年の事故発生件数は約
57万件、死傷者数は約 71万人と、国民の誰もが交通事故の被害者にも加害者にもなり得
る極めて深刻な状況となっています。

　交通事故は車社会の負の部分であり、被害者にとっても加害者にとっても悲惨な結果を
もたらすものです。

　自賠責保険・共済は、すべてのクルマ・バイク 1台ごとに加入が義務づけられており、
加害者の賠償責任を担保することで、被害者の基本的な賠償を保障する制度であり、被害
者の救済を目的としています。

　一人一人が、より一層自賠責制度の役割や重要性、保険金・共済金の支払いのしくみな
どを十分に理解・認識することがとても大切です。

自賠責保険・共済なしでの運行は
法令違反です！

　自賠責保険・共済は、万一の自動
車事故の際の基本的な対人賠償を目
的として、自動車損害賠償保障法に
基づき、原動機付自転車を含むすべ
ての自動車に加入が義務づけられて
おり、自賠責保険・共済なしで運行
することは法令違反ですのでご注意
ください！

　

学
校
保
健
安
全
法
の
規
定
に
よ
り

平
成
28
年
4
月
に
新
し
く
小
学
校
へ

入
学
す
る
児
童
（
平
成
21
年
4
月
2

日
か
ら
平
成
22
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
）
に
つ
い
て
、
健
康
診

断
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
健
康
診
断
は
、
就
学
予
定
者

の
心
身
の
状
況
を
把
握
し
、
適
正
な

就
学
を
期
す
る
た
め
に
行
い
ま
す
の

で
、
保
護
者
の
方
は
必
ず
付
き
添
い

の
う
え
、
対
象
児
童
の
受
診
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
実
施
日

平
成
27
年
10
月
21
日
（
水
）

■
実
施
場
所

天
塩
町
社
会
福
祉
会
館

■
検
査
項
目

内
科
健
診
、
歯
科
健
診
、
視
力
・
聴

力
・
知
能
検
査
、
言
葉
の
観
察
等

■
受
付
時
間

12
時
30
分
か
ら
12
時
50
分

■
健
診
開
始

13
時
か
ら

※
対
象
児
童
の
方
に
は
、
す
で
に
封

書
に
て
ご
案
内
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

小
学
校
就
学
時
健
康

診
断
実
施
の
お
知
ら
せ

教
育
委
員
会

で
す
が
、
ご
案
内
が
届
い
て
い
な
い

場
合
や
不
明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》

教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

☎
２

－

１
０
２
６

　

国
勢
調
査
は
、統
計
法
に
基
づ
き
、

我
が
国
の
全
て
の
世
帯
に
ご
回
答
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

正
確
な
統
計
に
基
づ
い
て
公
正
で

効
率
的
な
行
政
を
行
う
た
め
に
は
、

日
本
に
住
む
全
て
の
人
・
世
帯
に
つ

い
て
の
漏
れ
の
な
い
、
正
確
な
回
答

が
必
要
で
す
。
国
勢
調
査
へ
の
ご
支

援
・
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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・ひ/と/の/う/ご/き・
おくやみ

田井中　秀一さ
ん　　　73 歳    山手裏 3

吉野谷　秀樹さ
ん　　　65 歳    海岸通 11

「再生紙使用」
●企画と編集　天塩町役場 企画商工課 企画広報係（〠 098 － 3398 天塩町新栄通 8 丁目） ●印刷　天塩共同印刷（企）
●ホームページ　http://www.teshiotown.hokkaido.jp/　● e-mail からのお問い合わせは、HP お問合せフォームをご利用ください。

人　口　3,288 人　（＋ 7）

　男　　1,659 人　（＋ 1）

　女　　1,629 人　（＋ 6）

世帯数　1,594 人　（－ 3）

8月末

・わたしたちのまち・
　

9
月
は
食
の
秋
と
言
い
ま
す
が
、

て
し
お
味
覚
ま
つ
り
や
北
の
恵
食

べ
マ
ル
シ
ェ
、
さ
っ
ぽ
ろ
オ
ー
タ

ム
フ
ェ
ス
ト
な
ど
全
道
各
地
で
食

の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
期

間
中
に
秋
の
味
覚
を
楽
し
ん
だ
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
と
い
う
表

現
が
あ
り
ま
す
が
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
、
日
本
が
優
勝

候
補
の
南
ア
フ
リ
カ
戦
で
歴
史
的

勝
利
を
飾
る
な
ど
4
年
後
に
日
本

で
開
催
さ
れ
る
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。　
（
Ｓ
）

　
ご
厚
志

　
　
あ
り
が
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

●
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
愛
情
銀
行
へ

【
香
典
返
し
と
し
て
】

江
別
市　
　

田
井
中
秀
人
さ
ん

海
岸
通
11　
　

吉
野
谷
秀
子
さ
ん

【
恵
愛
荘
の
た
め
に
】

中
川
町　
　

山
内　

智
子
さ
ん

編

集

後
記

＊＊＊知っていますか？建退共制度＊＊＊

　建退共制度は、中小企業退職金共済法に基づき建設現場労働者の福祉の増進と建設業を
営む中小企業の振興を目的として設立された退職金制度です。
　この制度は、事業主の方々が、労働者の働いた日数に応じて掛金となる共済証紙を共済
手帳に貼り、その労働者が建設業界で働くことをやめたときに建退共から退職金を支払う
という、いわば業界全体での退職金制度です。
　　　　　　　　　　加入できる事業主：建設業を営む方
　　　　　　　　　　対象となる労働者：建設業の現場で働く人
　　　　　　　　　　掛金：日額 310 円
★特長
　◎国の制度なので安全、確実、申し込み手続は簡単です。
　◎経営事項審査で加点評価の対象となります。
　◎掛金の一部を国が助成します。
　◎掛金は事業主負担となりますが、法人は損金、個人では必要経費として扱われ、税法
　上全額非課税となります。
　◎事業主が変わっても退職金は企業間を通算して計算されます。

　∮建退共制度の特例措置のお知らせ∮
　　　建退共では、地震等により災害救助法が適用された皆様に対し、各種手続の特例措
　　置を実施しております。

☆建退共から事業主の皆様へのお願い
　・共済証紙は、労働者の就労日数に応じて適正に貼付してください。
　・「建設業退職金共済手帳」を所持している労働者が、建設業界を引退するときは、忘　
れずに退職金を請求するよう指導してください。

　ホームページ「建退共」に、制度説明用動画、Ｑ＆Ａなど建退共制度の知りたい情報が
記載されています。ぜひ、アクセスしてご覧ください‼

　※詳しいことは、最寄りの建退共支部へお問い合わせください。
　【問合せ】北海道支部　☎０１１－２６１－６１８６


